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演奏者と記念撮影 ９月２１日（金）「山岸 博 魅惑のホルン」演奏会より

 

今
年
度
は
２
回
開
催
さ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
バ
ス

ツ
ア
ー
。
１
回
目
は
、
新
宿
に
あ
る
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
へ
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
読
売
日

本
交
響
楽
団
（
以
下
「
読
響
」）
の
演
奏
会
鑑
賞
で
す
。

■
交
流
会
〜
車
内
交
流
会

　
雲
一
つ
な
い
晴
天
の
も
と
、
メ
イ
ト
役
員
を
含
む
参
加

者
45
名
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
鈴
木
副
会
長
に
見
送
ら
れ
、

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
後
に
し
ま
し
た
。
高
速
道
路

に
入
る
と
降
旗
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
古
川
事
業
副
委

員
長
の
司
会
に
よ
り
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
メ
イ
ト
事
務
局
か
ら
参
加
の
事
業
委
員
、
コ
ン

サ
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
委
員
、
広
報
委
員
か
ら
活
動
に
つ
い

て
紹
介
の
後
に
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
と
バ
ス
ツ
ア
ー
に

臨
む
意
気
込
み
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。「
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
が
楽
し
み
」
、
「
オ
ペ

ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
楽
し

み
」
と
い
う
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
に
は
、
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
や
読
響
に
縁
の
深
い
方
が
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
ソ

ロ
・
ホ
ル
ン
奏
者
山
岸
博
さ
ん
の
高
校
時
代
の
恩
師
、
住

田
さ
ん
で
す
。
山
岸
博
さ
ん
は
上
田
市
出
身
で
す
が
、
住

田
さ
ん
が
新
任
で
着
任
し
た
と
き
に
山
岸
さ
ん
を
受
け
も

っ
た
そ
う
で
す
。
二
組
目
は
、
読
響
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
の
平
林
瑞
枝
さ
ん
の
ご
両
親
で
す
。
平
林
さ
ん
は
大

町
市
出
身
で
あ
り
、
才
能
教
育
に
通
い
森
ゆ
う
子
先
生
に

師
事
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
三
組
目
は
、
夫
婦
で
参
加
さ
れ

た
澤
田
さ
ん
。
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
、

高
校
時
代
の
親
し
い
友
人
で
松
本
市
出
身
の
柳
澤
孝
彦
さ

ん
の
設
計
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

中
澤
制
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
目
当
て
に
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
も

い
る
大
人
気
の
講
座
で
す
。
は
じ
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
出
演

者
で
、
９
月
に
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の
演
奏
会

に
出
演
の
、
ホ
ル
ン
奏
者
山
岸
博
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
山
岸
さ
ん
は
、
日
本
人
の
管
楽
器
奏
者
と
し
て
初

め
て
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
音
楽
祭
に
出
演
さ
れ
、
東
京
芸
術

大
学
を
卒
業
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ

ル
の
首
席
ホ
ル
ン
奏
者
も
務
め
た
ゲ
ル
ト
・
ザ
イ
フ
ェ
ル

ト
に
師
事
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
読
響
で
は
通
常
、
首
席

奏
者
と
い
う

そ
う
で
す
が

「
ソ
ロ
・
ホ

ル
ン
奏
者
」

と
い
う
別
格

で
入
団
し
た

逸
材
で
す
。

そ
の
他
出
演

交
渉
を
し
た

際
の
裏
話
や
、

人
柄
、
曲
目

交
渉
の
想
い

な
ど
を
聞
く

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最

後
に
愛
蔵
の
Ｃ
Ｄ
で
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
本
人
が
演
奏
し
て
い

る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
を
鑑
賞
し
、
一
路
演
奏
会
場
に

向
か
い
ま
し
た
。

■
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
は
新
宿
に
位
置
し
、
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ロ
ア
、
多
数
の
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ

ア
が
連
な
る
地
下
４
階
、
地
上
54
階
建
て
の
超
高
層
複
合
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施
設
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
そ
の
１
階
か
ら
４
階

を
占
め
て
い
ま
す
。
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
同
じ
シ

ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
で
、
高
い
天
井
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
面
２
階
席
に
は
、
ス
イ
ス

製
の
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
装
に
は
天
然

木
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
正
に
「
ホ
ー
ル
自
体
が
大
き
な

楽
器
」
と
い
う
印
象
で
す
。

　
ホ
ー
ル
に
到
着
す
る
と
一
旦
解
散
し
、
各
々
で
昼
食
を

と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
場
前
に
ホ
ー
ル
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
集
合
し
記
念
撮
影
で
す
。
開
演
前
に
も
関
わ
ら
ず
出

演
者
の
山
岸
博
さ
ん
と
平
林
瑞
枝
さ
ん
も
駆
け
付
け
て
い

た
だ
い
て
、
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

■
読
売
日
本
交
響
楽
団

■
＆
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー

　
楽
団
と
ソ
リ
ス
ト
の
紹
介
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
読

売
日
本
交
響
楽
団
は
１
９
６
２
年
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
音
楽
の
復
興
と
普
及
の
た
め
に
読
売
新
聞
社
、
日
本
テ

レ
ビ
放
送
網
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
の
グ
ル
ー
プ
３
社
を
母

体
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
設
立
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。
歴
代
常
任
指
揮
者
に
は
、
若
杉
弘
や
レ
ー
ク

ナ
ー
な
ど
、
世
界
的
指
揮
者
が
並
び
、
２
０
１
０
年
４
月

に
は
第
９
代
常
任
指
揮
者
に
現
代
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る

鬼
才
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
カ
ン
ブ
ル
ラ
ン
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
の
指
揮
者
陣
に
は
桂
冠
名
誉
指
揮
者
の
ス
ク
ロ
ヴ
ァ

チ
ェ
フ
ス
キ
を
始
め
、
桂
冠
指
揮
者
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、

名
誉
指
揮
者
の
マ
ズ
ア
、
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
、

フ
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
・
デ
・
ブ
ル
ゴ
ス
、
名
誉
客
演
指
揮
者

の
尾
高
忠
明
、
さ
ら
に
特
別
客
演
指
揮
者
に
小
林
研
一
郎

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
野
竜
也
が
２
０
０
６

年
11
月
に
正
指
揮
者
と
し
て
就
任
し
、
大
き
な
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　
ソ
リ
ス
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
は

１
９
８
４
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
ま
れ
の
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト
。

２
０
１
１
年
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
最
も
優
れ
た
演
奏
に
贈
ら
れ
る

「
ク
ラ
イ
ネ
フ
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

■
い
よ
い
よ
開
演

　
指
揮
を
務
め
る
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
欧
州
で
活

躍
す
る
若
手
指
揮
者
の
篠
崎
靖
男
で
す
。
前
半
は
、
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
を
指
揮
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
独
奏
ピ
ア
ノ
に
よ
る
、
鐘
の
よ
う
な
響
き
で
暗
く

荘
重
な
和
音
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。
そ
れ
は
次
第
に
強
さ

を
増
し
和
音
が
分
散
し
た
と
こ
ろ
で
導
入
楽
節
が
終
わ
り
、

力
の
こ
も
っ
た
管
弦
楽
の
登
場
。
主
旋
律
を
弾
く
ピ
ア
ノ

と
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
相
乗
効
果
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
続
く
第
２
楽
章
で
は
抒
情
性
あ
ふ
れ
る
ピ
ア
ノ
の
旋

律
と
木
管
楽
器
に
よ
る
甘
美
な
旋
律
に
う
っ
と
り
と
し
ま

す
。
第
３
楽
章
で
は
美
し
く
磨
き
抜
か
れ
た
音
色
と
的
確

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
聞
き
入
り
、
終
盤
旋
律
は
さ
ら
に
速
度

を
速
め
、
駆
け
巡
る
よ
う
な
ピ
ア
ノ
楽
想
を
繰
り
広
げ
、

全
合
奏
の
強
打
で
曲
を
閉
じ
ま
し
た
。
満
場
の
観
客
席
か

ら
の
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
２
曲
の

ア
ン
コ
ー
ル
で
応
え
ま
す
。
１
曲
目
は
シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク

タ
ー
ン 
嬰
ハ
短
調
（
遺
作
）。
２
曲
目
は
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
の
練
習
曲
で
す
。
ノ
ク
タ
ー
ン
は
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
力

強
い
打
鍵
と
は
対
照
的
に
と
て
も
繊
細
な
音
色
が
印
象
的

で
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
２
番

で
す
。
こ
の
曲
は
牧
歌
的
な
響
き
か
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
「
田
園
」
に
例
え
ら
れ
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
田
園

交
響
曲
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
曲
で
す
。
ホ
ル
ン

が
重
用
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
か
ら
綺
麗
な
旋
律
を
牧
歌
的

に
歌
い
上
げ
ま
す
。
そ
の
旋
律
に
、
ま
る
で
爽
や
か
な
高

原
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
す
。
篠
崎

さ
ん
の
指
揮
は
的
確
で
と
て
も
聴
き
や
す
く
、
曲
が
進
む

に
つ
れ
て
力
が
増
し
、
読
響
と
の
相
性
も
抜
群
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
終
演
後
の
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
す

ほ
ど
の
拍
手
に
も
表
れ
て
い
ま
し
た
。

■
帰
路
、
松
本
へ

　
演
奏
会
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
再
び
古
川
副
委
員
長

司
会
に
よ
り
交
流
会
が
行
わ
れ
、
ツ
ア
ー
参
加
者
が
各
々

の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
「
ア
ン
コ
ー
ル
の
ノ
ク
タ
ー
ン

が
繊
細
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」、「
明
日
か
ら
の
生
き
る
糧

を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
な

ん
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
！
　
読
響
の
事
務
局
か
ら
Ｃ
Ｄ
を
一

人
２
枚
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
交
響
曲
第
６
番
ロ
短
調
作
品
74
〈
悲

愴
〉
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
ス
ク
ロ
ヴ
ァ
チ
ェ
フ
ス
キ
（
指

揮
）
／
読
売
日
本
交
響
楽
団
」
と
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／

交
響
曲
第
５
番
〈
運
命
〉
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
カ
ン
ブ
ル
ラ
ン

（
指
揮
）
／
読
売
日

本
交
響
楽
団
」
。
と

も
に
、
読
響
の
演
奏

会
を
ラ
イ
ブ
録
音
し

た
非
売
品
で
す
。
常

任
指
揮
者
の
カ
ン
ブ

ル
ラ
ン
指
揮
の
Ｃ
Ｄ

も
あ
り
、
と
て
も
楽

し
み
な
お
土
産
と
な

り
ま
し
た
。

　
演
奏
会
鑑
賞
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
バ
ス

の
中
で
の
講
座
や
出

演
者
と
の
記
念
撮
影
、

そ
し
て
素
敵
な
お
土

産
付
き
と
至
れ
り
尽

く
せ
り
の
何
と
も
お

得
な
バ
ス
ツ
ア
ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（

田
嶋
広
報
委
員
）

■
バ
ス
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
回
バ
ス
ツ
ア
ー
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
応
募
方
法
は
本
号
の
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】
平
成
25
年
１
月
20
日
㈰
　
14
‥
00
開
演

【
と
こ
ろ
】
東
京
芸
術
劇
場
（
豊
島
区
池
袋
）

【
演
奏
会
】
イ
ン
バ
ル
＝
都
響

　
　
　
　
　

﹇
新
﹈マ
ー
ラ
ー
・
ツ
ィ
ク
ル
ス
Ｖ

　
　
　
　
　
指
揮
／
エ
リ
ア
フ
・
イ
ン
バ
ル

　
　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
／
上
野
由
恵

　
　
　
　
　
管
弦
楽
／
東
京
都
交
響
楽
団

【
曲
　
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
２
番

　
　
　
　
　
二
長
調

　
　
　
　
　
マ
ー
ラ
ー
／
交
響
曲
第
５
番

お
問
い
合
わ
せ
　
メ
イ
ト
事
務
局

☎
０
２
６
３
（
4
7
）
２
０
０
４

　
　
　
　
　

「明治」の格調。くつろぎのホテル
松本民芸家具をセットした

北欧風ホテル

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ ☎（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料
消費税込円6,500 ■ツイン…■シングル… 円12,000

グランドピアノ８台・アップライトピアノ60台
常時展示、試弾自由、練習用個室3あり
各種カルチャー教室おこなっています。

スタインウェイ・ヤマハC7常備

（ヤマダ電機東）チクマ楽器

管楽器 教育楽器 楽譜類各種



〈１１月〉3土 4日 10土 11日 17土～25日
〈１２月〉1土 2日 8土 9日 15土 16日 22土～24月 28金～30日
〈2013年1月〉5土 12土 13日 19土 26土 27日

〈１１月〉3土 4日 10土 17土 18日 23金 24土
〈１２月〉1土 8土 9日 15土 22土～24月 29土
〈2013年1月〉5土 12土 13日 19土 26土 27日

●食事/無 ●添乗員/無 ●1名様より催行保証　●出発日3日前までにお申し込みください。
●詳しい旅行条件・内容等をweb及びパンフレットにてご確認の上お申し込みください。
アルピコツアーセンター0263-24-1180（9：00～18：00日祝休）

長野県知事登録旅行業2-163号　全国旅行業協会会員
長野県松本市井川城2丁目1番1号　〒３９０-８５１８
国内旅行業務取扱管理者 伊藤 岳伸　TEL0263-24-1180

交通株式会社
詳細／ご予約は今すぐWEBへ
アルピコ交通 検 索

安曇野・松本・
塩尻・諏訪発

　11,000円 　10,000円 　8,000円大
人

中
人

小
人

富士急ハイランド日帰りバスツアー

1,000

〈１１月〉17土 23金 24土
〈１２月〉15土 22土 2３日
〈2013年1月〉5土 12土 13日

　7,700円 　7,300円 　4,700円大
人

中
人

小
人

安曇野・松本・塩尻・諏訪／長野・更埴・坂城・東御発

■旅行代金：バス往復+1デーパスポート付

■出発日〈毎週出発！1名様より出発保証！！〉

■行　程

■出発日 ■旅行代金（バス往復+フリーパス付）

安曇野スイス村[6:45発]=<各地乗車>=富士急ハイランド[9:45頃着]=<自由行動・フリーパス付>=富士急ハイラ
ンド[17:00発]=<各地下車>=安曇野スイス村[20:20頃着]※途中時刻・行程についてはwebでご確認ください。

1/5(土)出発日～
春のキャンパスデーパスポート期間
中学生
高校生

東京ディズニーリゾート○に
９：３０頃着→２１：００出発
2013年2月以降も出発!!

Ｒ

安曇野・松本
塩尻・諏訪発

長野・更埴
坂城・東御発

円引き！！

12月出発分から
 冬期割引あり!!
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2012.11月　2013.1月

演
奏
家
集
団
ム

ジ
カ
コ
ン
パ
ス

総
出
演
で
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら

映
画
音
楽
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
ス
テ
ー

ジ
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
、
ソ
ロ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
様
々

な
演
奏
ス
タ
イ
ル
で
、
出
演
者
が
個
性
を
発
揮
し
ま
す
。

昼
夜
２
公
演
で
す
。

出
　
演
／
狭
間 

壮
、
丸
山
多
江
、
小
松
規
美
子
、
室
賀

さ
え
り
、
千
国
和
代
、
福
嶋
る
み
、
岡
田
英
恵
、
は
ざ
ま

ゆ
か

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
母
な
る
故
郷
、
瑠
璃
色
の
地
球
、
歌
え
バ

ン
バ
ン
、
S
i
n
g
、
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
、

月
の
光
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
メ
ド
レ
ー
、
猫
の
二
重

唱
、
他
（
昼
・
夜
の
演
目
は
異
な
り
ま
す
）

入
場
料
／
2
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

※
チ
ケ
ッ
ト
代
は
１
公
演
分
の
料
金
で
す
。

主
　
催
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス

お
問
い
合
わ
せ
／
狭
間
☎
０
２
６
３
（
２
６
）
４
７
６
２

ワ
ン
コ
イ
ン
で
本
格
的
な
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
鑑
賞

で
き
る
百
円
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
保
田
が
、
教
諭
と
し
て
、
演
奏
家
と
し
て
、
幅
広
く

活
躍
す
る
猿
田
一
世
の
フ
ル
ー
ト
と
共
演
し
ま
す
。
絶
妙

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
は
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
に
入
れ
な
い
小
さ
な
子
ど
も
、
子
育
て
中

の
方
も
気
軽
に
入
場
で
き
ま
す
。

入
場
料
／
１
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

今
年
で
結
成
10
周

年
を
迎
え
た
カ
ン

タ
ー
タ

ノ
ヴ
ァ
。

声
だ
け
で
作
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
楽
し

み
、
急
が
ず
、
焦

ら
ず
、
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
歌
い
続

け
て
い
ま
す
。
結

成
当
初
か
ら
、
作

曲
家
・
指
揮
者
の

丸
山
嘉
夫
の
指
導

を
受
け
、
過
去
３

回
の
演
奏
会
も
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

今
回
は
イ
ギ
リ
ス

の
ル
ネ
サ
ン
ス
世

俗
曲
を
中
心
に
演
奏
し
ま
す
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
の
共
演
で
す
。
こ
だ
わ

り
の
歌
声
と
、
弦
楽
器
に
よ
る
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ド
の
作
品
、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
作
品
、
ボ
イ
ス
の
作
品
、
希
望
の
さ
さ
や
き
、

ジ
ョ
ン
・
ダ
ウ
ラ
ン
ド
の
作
品
、
他

入
場
料
／
７
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
カ
ン
タ
ー
タ 

ノ
ヴ
ァ

お
問
い
合
わ
せ
／
丸
山
☎
０
２
６
３
（
８
２
）
３
８
７
８

１
９
８
２
年
、

少
人
数
で
精

緻
な
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
目

指
し
結
成
さ

れ
、
中
世
・

ル

ネ

サ

ン

ス
・
バ
ロ
ッ

ク

の

宗

教

曲
・
世
俗
曲

か
ら
近
代
・

現
代
曲
ま
で
、

ア

カ

ペ

ラ

（
無
伴
奏
合

唱
曲
）
を
中

心
に
取
り
上

げ
て
き
ま
し

た
。
今
年
30

周
年
を
迎
え
、

記
念
演
奏
会
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
と
共
演
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
パ
ー
セ
ル
＝
メ
ア
リ
ー
女
王
の
葬
送
音
楽
、

ブ
リ
テ
ン
＝
５
つ
の
花
の
歌
、
清
水
脩
＝
六
つ
の
わ
ら
べ

唄
、
他

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
松
本
シ
テ
ィ
コ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
青
山
☎
０
２
６
３
（
３
５
）
３
６
４
５

狭間　壮

保田紀子

猿田一世

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

カ
ン
タ
ー
タ
ノ
ヴ
ァ

第
４
回 
演
奏
会

11/

17土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

松
本
シ
テ
ィ
コ
ー
ル

第
3０
回
演
奏
会

11/

18日

ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス

三
昧
コ
ン
サ
ー
ト 

Vol.
３

10土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
昼
公
演
14
‥
00

　
　
　
　
　
　
■
夜
公
演
18
‥
30

11/

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
‥
00

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
３６

〜
フ
ル
ー
ト
と
の
共
演
〜

11/

16金

th
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声
楽
家
松
﨑
八
重
子
の
も
と
で
イ
タ
リ
ア
歌
曲
や
歌
劇
を

中
心
に
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
ア
ト
ラ
エ
ン
テ

ム
ジ
カ
。

今
回
は
敢
え
て
テ

ー
マ
を
決
め
ず
に
、

多
岐
に
わ
た
る
声

楽
作
品
の
中
か
ら

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が

選
曲
し
た
「
好
き

な
歌
」
を
演
奏
し

ま
す
。
イ
タ
リ
ア

歌
曲
の
華
や
か
さ
、

ド
イ
ツ
歌
曲
の
深

い
美
し
さ
、
そ
し

て
日
本
歌
曲
の
言

葉
の
美
し
さ
と
い

っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
個
性
を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
﹇
日
本
歌
曲
﹈
小
林
秀
雄
＝
愛
の
さ
さ
や

き
、
越
谷
達
之
助
＝
初
恋
、
中
田
喜
直
＝
子
守
唄

﹇
イ
タ
リ
ア
歌
曲
﹈
ロ
ッ
シ
ー
ニ
＝
踊
り
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
＝
み
そ
さ
ざ
い

﹇
歌
劇
﹈
チ
レ
ア
＝
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
ル
ク
ヴ
ル
ー
ル
よ

り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り

﹇
ド
イ
ツ
歌
曲
﹈
＝
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
品
よ
り
、
他

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ア
ト
ラ
エ
ン
テ
　
ム
ジ
カ

お
問
い
合
わ
せ
／
☎
小
松
０
２
６
３
（
７
８
）
３
２
７
４

毎
年
恒
例
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
プ
ー
ラ
ン

ク
が
フ
ラ
ン
ス
の
絵
本
に
音
楽
を
の
せ
た
「
象
の
バ
バ
ー

ル
」
を
中
心
と
し
た
第
１
部
で
は
、
松
本
に
ゆ
か
り
の
あ

る
演
奏
家
に
よ
る
室
内
楽
。
第
２
部
は
作
曲
家
の
新
実
徳

英
指
揮
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
合
唱
団
に
よ
る
「
白
い
う
た
　

青
い
う
た
」
ほ
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
全
員
で
合
唱
す

る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

午
後
と
夜
の
２
回

公
演
で
す
。
日
曜

日
の
ひ
と
時
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

出

　

演
／

【

１

部
】
音
楽
監
督
／

桐
山
建
志
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
／
大
工

原
加
奈
子
、
ヴ
ィ

オ
ラ
／
前
澤
希
代

子
、
チ
ェ
ロ
／
北

沢
加
奈
子
、
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
／
石
川

滋
、
フ
ル
ー
ト
／

神
田
勇
哉
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
／
廣
田
喜
美
、
打
楽
器
／
山

本
令
子
、
平
形
真
希
子
、
ピ
ア
ノ
／
青
木
資
子
、
お
話
・

ソ
プ
ラ
ノ
／
幅
谷
恵
理
【
２
部
】
指
揮
／
新
実
徳
英
、
中

村
雅
夫
、
ピ
ア
ノ
／
渡
辺
か
お
る
、
オ
ル
ガ
ン
／
保
田
紀

子プ
ロ
グ
ラ
ム
／
【
１
部
】
プ
ー
ラ
ン
ク
＝
象
の
バ
バ
ー
ル

（
寺
嶋
陸
也
編
曲
）
、
デ
ィ
ッ
タ
ー
ス
ド
ル
フ
＝
ヴ
ィ
オ

ラ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
　
変
ホ
長
調
【
２

部
】
新
実
徳
英
＝
「
白
い
う
た
　
青
い
う
た
」
よ
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
　
他

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

ア
ル
カ
ン
ト
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
A
･

タ
ロ
ー
と
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
お
な
じ
み
の
ケ
ラ
ス
が
、
い
よ
い
よ
ソ
ロ
で
登
場
で

す
。
圧
倒
的
な
技
術
を
持
ち
、
豊
か
な
音
楽
性
で
高
い
評

価
を
得
、
今
や
、
人
気
実
力
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
そ
の
ケ
ラ
ス
に
よ
る
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組

曲
を
二
夜
連
続
で
、
全
曲
演

奏
す
る
贅
沢
な
リ
サ
イ
タ
ル

で
す
。
数
々
の
名
演
奏
が
残

る
こ
の
曲
を
、
ケ
ラ
ス
が
ど

の
よ
う
な
世
界
観
で
私
た
ち

に
聴
か
せ
て
く
れ
る
の
か
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
Ｊ
･
Ｓ
･
バ

ッ
ハ
＝
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲

全
曲

﹇
14
日
﹈
第
１
番
、
第
４
番
、
第
５
番

﹇
15
日
﹈
第
２
番
、
第
３
番
、
第
６
番

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
４
、５
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

新
春
恒
例
の
オ
ル
ガ
ン
と
和
楽
器
に
よ
る
雅
な
コ
ン
サ
ー

ト
。
お
正
月
に
よ
く
耳
に
す
る
の
が
「
春
の
海
」
。
今
回

も
、
も
ち
ろ
ん
演
奏
し
ま
す
。
出
演
者
は
、
県
内
屈
指
の

尺
八
奏
者
で
あ
る
渡
辺
清
堂
と
箏
の
渡
辺
邦
子
。
そ
し
て

和
太
鼓
は
、
国
内
外
で
和
洋
打
楽
器
の
初
演
も
多
く
、
後

進
の
指
導
に
も
定
評
の
あ
る
高
橋
明
邦
で
す
。
ザ
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
保
田
紀
子
と
和
楽
器

の
名
手
達
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
、
来
場
者
全
員
で
「
一
月
一
日
」
を
歌
い
ま

し
ょ
う
！ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
宮
城
道
雄
＝
春
の
海
、
ビ
ゼ
ー
＝
ア
ル
ル

の
女
よ
り
、
他

入
場
料
／
５
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

こ
の
ペ
ー
ジ
は
10
月
1
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

開
演
時
間
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
の
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

レ アール ド セゾン・セージ
〒390-0835 松本市高宮東1-28 Phone 0263-29-7070 定休日　火曜日

http://www.astep-s.com/sage/
レストランウエディングも承ります。

■
小
ホ
ー
ル
　
■
18
‥
30

ア
ト
ラ
エ
ン
テ

ム
ジ
カ
Ｘ
Ｘ
Ⅱ　

好
き
な
歌

11/

30金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
昼
公
演
　
14
‥
00

　
　
　
　
　
　
■
夜
公
演
　
18
‥
00

《
冬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
》

X
ｍ
a
s
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
１
２

12/

9日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

新
春
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

1/

12土

■
小
ホ
ー
ル
　

■
14
日
（
金
）
19
:
00  

■
15
日
（
土
）
18
:
00

ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア
ン
･
ケ
ラ
ス

二
夜
連
続
リ
サ
イ
タ
ル

12/

14金15土
・

―
新
年
の
松
本
は
こ
の
企
画
か
ら
！
―



中
村
伸
夫
／
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

若
手
演
奏
家
紹
介
⑥

　
中
信
地
区
に
縁
の
あ
る
若
手
演
奏
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

安
曇
野
市
出
身
。

松
本
蟻
ヶ
崎
高
校
在
学
中
に
、
長
野
県
ソ
リ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
受
賞
。
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
金
賞
受
賞
。

東
京
藝
術
大
学
在
学
中
に
、
東
京
国
際
芸
術
家
協
会
主
催
全
日

本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
小
串
俊
寿
、
冨
岡
和
男
、
須
川
展
也
、
平
野

公
崇
、
V
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
各
氏
に
、
ま
た
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
を

平
田
昇
氏
、
ピ
ア
ノ
を
神
谷
敦
子
、
白
光
隆
各
氏
に
師
事
。

在
学
中
よ
り
毎
年
渡
仏
し
、
C
・
ド
ゥ
ラ
ン
グ
ル
氏
を
は
じ
め

と
す
る
数
多
く
の
海
外
ト
ッ
プ
サ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ス
ト
達
に
師
事

す
る
。
現
在
、
東
京
を
拠
点
に
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ブ
ラ
ス
そ
し
て
コ
ー
チ
ン
グ
・
作
編
曲
と
、

様
々
な
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
る
。

■
活
　
　
動

趣
味
は
釣
り
、
料
理
、
モ
ノ
作
り
、
等
多
数
。
好
き
な
こ

と
は
音
楽
を
感
じ
る
こ
と
。
自
分
の
性
格
の
一
つ
に
、
夢

中
に
な
っ
た
ら
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
な
い
と
気
が
す
ま

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
演
奏
活
動
の
傍
ら
、

友
人
と
共
同
で
映
像
と
音
楽
を
融
合
さ
せ
た
作
品
を
作
る

こ
と
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
、
P
C
で
デ
ジ
タ

ル
な
音
素
材
を
使
っ
た
曲
を
作
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
即
興
も
よ
く
や
り
ま
す
。
一
流
の
演
奏
家
と
一

緒
に
即
興
を
す
る
時
は
と
て
も
興
奮
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
作
曲
し
た
作

品
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
作
曲
と
い
っ
て
も
3
〜
４
声
程
度

の
簡
単
な
作
り
の
曲
で
す
が
、
内
容
は
し
っ
か
り
あ
り
ま

す
よ
（
笑
）
。
ま
だ
そ
れ
ら
を
世
の
中
に
披
露
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
…
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
音
と
音
の
間
に
は
素
晴
ら
し
い
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
世
界
を
サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
で
楽
し
む
文
化
は
日
本
に
は
ま
だ
広
く
あ
り
ま
せ
ん
。

先
人
が
開
拓
し
て
く
だ
さ
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
の
世
界
。
大
先
輩
方
に
感
謝
し
な
が
ら
、
次
の
世
代
で

あ
る
自
分
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
、
面
白
い
と
思
う
こ
と

に
貪
欲
、
柔
軟
か
つ
正
確
に
挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
は

ま
だ
大
々
的
に
体
現
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
松

本
で
も
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
演
奏
会
情
報

●
11
月
14
日
（
水
）
19
：
00

　E
n
se
m
b
le
 M
o
d
e
 C
o
n
c
e
rt

 

　
（
渋
谷
区
南
平
台
ル
ケ
イ
ブ
）

●
11
月
27
日
（
火
）
19
：
30

　
I
C
U
内
コ
ン
サ
ー
ト
（
I
C
U
国
際
基
督
教
大
学
）

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
　
中
村
伸
夫

　
　n

o
b
u
n
ak
am
u
ra1
1
2
6
@
g
m
ail.co

m
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〜
尺
八
の
は
な
し
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尺
八
奏
者
　
渡
辺
清
堂

　
今
回
は
、
日
本
の
楽
器
が
初
登
場
し
ま
し
た
。
箏
、
三
味
線
、

琵
琶
、
篠
笛
な
ど
和
楽
器
の
中
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
尺

八
の
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
当
初
よ
り
新
春
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
で
箏
・
尺
八
・
太
鼓
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
一
年
の

始
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遠
方
よ
り
多
く
の
方
達
に
聴
き

に
来
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
尺
八
の
歴
史
は
、
今
か
ら
1
、3
0
0
年
前
、
中
国 

唐
よ
り

現
在
の
尺
八
の
原
形
と
な
る
六
孔
の
楽
器
が
伝
わ
り
、
雅
楽
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
わ
が
国
で
の
尺
八
の
起
源

と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
現
在 

正
倉
院
宝
物
）

　
雅
楽
で
使
用
さ
れ
た
古
代
尺
八
か
ら
五
孔
の
「
一
節
切
」
、

「
三
節
切
」、「
天
吹
」
な
ど
の
笛
を
経
て
今
日
の
尺
八
と
同
じ

も
の
が
姿
を
現
す
の
は
江
戸
時
代
で
す
。
仏
教
の
禅
宗
の
一
派
、

普
化
宗
の
法
具
（
仏
教
用
具
）
と
し
て
使
わ
れ
、
虚
無
僧
に
よ

っ
て
吹
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
標
準
は
一
尺
八
寸
管
で
約
54
セ
ン
チ
あ
り
8
寸
管
と
呼
ば
れ

基
準
の
高
さ
は
レ
（
Ｄ
）
で
す
、
半
音
ず
つ
の
違
い
で
多
く
の

種
類
が
あ
り
、
一
尺
六
寸
管
、
二
尺
三
寸
管
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。（
約
一
寸
で
半
音
音
程
が
変
化
し
ま
す
）
さ
て
こ
こ
で
、

豆
知
識
を
。

　
竹
の
根
節
を
使
い
中
の
節
を
抜
い
て
、
5
個
の
孔
を
開
け

（
表
の
４
個
、
裏
に
１
個
）
全
部
ふ
さ
い
だ
音
を
ロ
、
１
個
開

け
た
音
を
ツ
、
順
次
　
レ
、
チ
、
リ
、
ロ
と
楽
譜
に
表
記
し
ま

す
。
息
の
入
れ
方
は
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ラ
の
瓶
を
吹
く
時
と
同
じ

で
唄
口
へ
細
い
息
を
吹
き
掛
け
ま
す
、
他
の
管
楽
器
も
そ
う
で

す
が
息
の
強
さ
で
オ
ク
タ
ー
ブ
が
楽
に
出
て
、
訓
練
次
第
で
３

オ
ク
タ
ー
ブ
ま
で
可
能
で
す
。
尺
八
独
特
の
奏
法
と
し
て
〔
ム

ラ
息
〕
が
あ
り
、
よ
く
劇
伴
や
情
景
描
写
に
使
わ
れ
ま
す
。

〔
メ
リ
、
カ
リ
〕
は
、
あ
る
音
を
顎
の
前
後
に
よ
っ
て
半
音
以

上
上
下
す
る
こ
と
で
す
。〔
す
り
上
げ
〕
は
１
つ
の
孔
の
閉
じ
て

い
る
状
態
か
ら
指
を
滑
ら
せ
て
開
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
１
音
半

無
限
に
変
化
し
ま
す
、
ま
だ
ま
だ
特
殊
技
法
が
有
り
ま
す
の
で

試
し
て
く
だ
さ
い
。

　
明
治
維
新
以
降
、
普
化
宗
も
廃
止
さ
れ
、
琴
古
流
・
都
山
流

と
い
う
流
派
で
古
典
本
曲
、
三
曲
合
奏
、
民
謡
、
詩
吟
、
新
日

本
音
楽
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
現
代
邦
楽
が
始
ま
り
、
洋
楽
出

身
の
作
曲
家
が
邦
楽
器
に
よ
る
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
邦
楽

の
世
界
へ
進
出
し
始
め
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
地
盤
に

育
っ
た
作
曲
家
と
尺
八
の
場
合
は
、
そ
の
精
神
的
な
音
楽
表
現

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
要
因
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

異
文
化
の
出
会
い
に
よ
っ
て
尺
八
は
海
外
か
ら
の
大
い
な
る
注

目
を
集
め
、
現
在
で
は
国
境
を
越
え
て
世
界
各
国
か
ら
新
し
い

尺
八
演
奏
家
が
登
場
し
始
め
て
い
ま
す
。

楽
器
に
ま
つ
わ
る 

あ
れ
こ
れ
⑦ひ

と
よ
ぎ
り

み

よ

き

り

て
ん
ぷ
く

一尺八寸管

長さの違った尺八

尺八の楽譜
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去
る
６
月
20
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
最
高
峰
の
合
唱
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
、
ホ
ー
ル
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
は
指
揮

者
の
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
さ
ん
に
、
中
信
地
区
で
合
唱
指
揮
を
さ
れ

て
い
る
近
藤
基
さ
ん
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

近
藤
（
以
下
Ｋ
）
私
は
長
野
県
で
合
唱
指
揮
者
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
日
本
や
松
本
市
を
訪
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
（
以
下
Ｄ
）
私
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱

団
も
何
度
か
来
日
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
、
と

て
も
美
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
演
奏
で
き
る
こ
と
は
と
て

も
大
き
な
喜
び
で
す
。
日
本
の
聴
衆
の
皆
さ
ん
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
や
合
唱
に
対
し
て
と
て
も
理
解
が
あ
り
ま
す
し
、
興
味

を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

Ｋ
　
私
も
合
唱
指
揮
者
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
に
伺
っ
た

り
も
す
る
の
で
す
が
、
指
揮
を
す
る
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
　
「
呼
吸
」
で
す
。
歌
い
手
達
の
呼
吸
を
追
っ
て
、
そ
れ
と

一
緒
に
自
分
が
指
揮
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
声
と

い
う
楽
器
、
声
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

Ｋ
　
私
も
実
は
前
回
の
来
日
の
と
き
に
も
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
Ｃ
Ｄ
等
で
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
先
生
が
い
ろ
い
ろ
な
合
唱
曲
を
演
奏
し

て
い
る
な
か
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
付
き
の
合
唱
作
品
と
、
純
粋

な
無
伴
奏
、
ア
カ
ペ
ラ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
合
唱
作
品
と
の
指
揮

の
違
い
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
　
歌
い
手
達
に
与
え
る
合
図
に
は
二
つ
に
大
き
な
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
、
歌
詞
と
い
う
も
の
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
合
唱
団
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
に
対

し
て
も
歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
音

楽
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
合
唱
団
は
普
段
か
ら
訓
練
を

し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
譜
は
歌
詞
付
き
で
は
な

い
の
で
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
合
唱

団
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
付
の
合
唱
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

発
音
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
と
は
音
の
ブ
レ
ン
ド
（
混
ざ

り
具
合
）
で
あ
っ
た
り
、
呼
吸
で
あ
っ
た
り
・
・
。
そ
う
い
う

曲
に
対
し
て
、
合
唱
団
に
対
す
る
要
求
が
違
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｋ
　
余
談
で
す
が
、
今
度
バ
ッ
ハ
の
マ
ニ
フ
ィ
カ
ト
２
４
３
番

を
演
奏
し
ま
す
。
先
日
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
付
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で

も
、
同
じ
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
に
も
息
の
使
い
方
だ
と
か
、
何
を
う
た
っ
て

い
る
の
か
、
歌
詞
、
そ
れ
か
ら
物
語
の
内
容
を
伝
え
る
と
い
う

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
派
の
作
品
が

大
好
き
で
演
奏
す
る
の
で
す
が
、
今
夜
も
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品

が
あ
り
ま
す
ね
。
特
に
ロ
マ
ン
派
の
演
奏
を
す
る
時
に
大
事
に

さ
れ
て
い
る
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
　
ま
ず
、
基
本
的
に
ど
の
曲
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
歌
詞

の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。
そ
し
て
歌
詞
を
正
し
く
発

音
す
る
こ
と
に
と
て
も
気
を
遣
い
ま
す
。
歌
詞
が
、
何
故
他
の

音
符
で
は
な
く
、
こ
の
音
符
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
か
、

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
み
つ
け
る
こ
と
が
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
　
な
る
ほ
ど
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品
は
ド
イ
ツ
語
の
テ
キ
ス

ト
で
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ク
セ
ン
ト
に
か
な
り
気
を
遣

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
そ
の
よ
う
に
お

感
じ
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
　
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
曲
に
使
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
の
歌
詞
に

は
流
れ
が
あ
り
ま
す
し
、
言
葉
そ
の
も
の
に
も
メ
ロ
デ
ィ
が
あ

る
の
で
、
そ
の
言
葉
の
も
つ
音
楽
性
や
流
れ
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

Ｋ
　
ロ
マ
ン
派
の
作
品
と
同
じ
よ
う
に
、
例
え
ば
サ
ン
ド
ス
ト

レ
ム
の
よ
う
な
近
現
代
の
作
品
を
演
奏
す
る
と
き
、
大
切
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｄ
　
近
現
代
の
作
曲
家
の
演
奏
を
す
る
時
は
、
楽
譜
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
も
の
す
ご
く
極
端
に
高
い
音

や
極
端
に
低
い
音
が
あ
っ
た
り
、
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

訓
練
を
し
っ
か
り
積
む
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
訓
練
に
は
長
い

時
間
を
要
し
ま
す
。

Ｋ
　
何
故
、
合
唱
指
揮
者
を
志
し
ま
し
た
か
？

Ｄ
　
最
初
は
歌
手
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

あ
っ
て
こ
の
道
に
す
す
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合
唱
指
揮
は

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
30
人
だ

っ
た
り
、
50
人
だ
っ
た
り
、
80
人
だ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
の
声
を
ま
と
め
て
、
な
ん
と
か
し
て
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
る
経
験
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
し
、
人
間
の
声
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
以
上
の
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｋ
　
お
休
み
の
日
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｄ
　
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
も
や
ろ
う
と

し
て
は
い
ま
す
し
、
あ
と
は
読
書
で
し
ょ
う
か
。

Ｋ
　
私
の
休
み
は
子
ど
も
の
世
話
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。

Ｄ
　
私
は
３
人
い
ま
す
か
ら
。

Ｋ
　
私
は
１
人
で
す
。

Ｄ
　
僕
の
比
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
１
人
は
大
し
た
こ
と
な
い
で

す
よ
（
笑
）
。

Ｋ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
の
演
奏
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

ハーモニーメイト・演奏会鑑賞バスツアーのお知らせ
　恒例のバスツアー24年度の２回目です。リニューアルオープンした東京芸術劇場へ、マーラーの交響曲を得意とし、全曲録音もして

いる巨匠インバルの指揮で東京都交響楽団による交響曲第５番を鑑賞します。ザ・ハーモニーホールでは聴くことの出来ない大規模オ

ーケストラの演奏を堪能できるバスツアーです。メイト会員限定の企画ですので、是非この機会にご応募ください。

インバル＝都響 ［新］マーラー・ツィクルスＶ
指揮：エリアフ・インバル　管弦楽：東京都交響楽団
と　き／平成25年１月20日（日）14：00開演
ところ／東京芸術劇場（豊島区池袋）
曲　目／マーラー：交響曲第５番、他
参加条件／①ハーモニーメイト会員であること
　　　　　②健康で、介助者を必要とされない方
応募方法／右記の通り往復はがきで申込ください。
参　加　費／9,000円【チケット代、バス代、夕食代（お弁当）が含まれます。】
定　　員／35名（応募多数の場合は抽選）
応募締切／11月18日（日）17：00必着
そ　の　他／ツアーの発着はザ・ハーモニーホールとします。
　　　　　行程の詳細は参加者に直接ご連絡します。
　　　　　抽選後のキャンセルは、原則お受けできません。
※詳しくはハーモニーメイト事務局　TEL.0263-47-2004まで
　　　　　

①……〒390-0851　松本市島内4351松本市音楽文化ホール内

　　　　　　　　　「ハーモニーメイトバスツアー係」宛

②……未記入

③……抽選結果送付先の住所・氏名

④……１．会員番号　２．氏名　３．住所　４．電話番号　

　　　５．申込人数（個人会員＝１名、家族会員＝登録人数、団体会員＝１名）

【往復はがき記入例】

【往信面】 【返信面】

① ② ③ ④
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対談日／2012年６月20日（水）
聞き手／近藤　基（合唱指揮）

スウェーデン放送合唱団 指揮者／ぺーター・ダイクストラ

近藤さん、ダイクストラさん

Talk



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

一般

メイト

高校生以下

一般

高校生以下

一般

学生

１０ 1
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11　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2
金

3
土

4
日

5
月

6
火

7
水

8
木

9
金

10
土

11
日

12
月

13
火

14
水

15
木

16
金

17
土

18
日

19
月

20
火

21
水

22
木

23
金

24
土

25
日

26
月

27
火

28
水

29
木

30
金

1
木

無料

（太田）
090-6044-9087

19：00
Conn Village 
2nd　コンサート

（樋下田）
83-3014

樋下田音楽教室
発表会

未定 無料

（五島）36-4210
松本室内合奏団
第46回定期演奏会

19：00 1,000

スーブニールドパリ
86-1251

塚本敦子
ピアノリサイタル

19：00

カメラータ・ザルツブルク
＊キッセイ文化ホール
大ホール

19：00 ＊

（狭間）26-4762
ムジカコンパス三昧
vol.３

2,000

松本ﾏｻﾞｰｽﾞｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
あっぷる（横山）25－2042第5回あっぷるファミリーコンサート 10：00

無料 （清水）26-9529サザエーズ クリスマスファミリーコンサート 14：15

無料若林ピアノ教室発表会 13：30

1,000

（若林）090-5751-9931

（潮）080-6645-0925クラシックコンサート 19：00

100
おしゃべりコンサート３６
～フルートとの共演～

ザ・ハーモニーホール
47-2004

ザ・ハーモニーホール
47-2004

ザ・ハーモニーホール
47-2004

19：00

第４回
カンタータノヴァ演奏会

700 （丸山）82-387814：00

第30回
松本シティコール演奏会

1,000 （青山）35-364514：00

12　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2
日

３
月

４
火

５
水

６
木

７
金

８
土

９
日

10
月

11
火

12
水

13
木

14
金

15
土

16
日

17
月

18
火

19
水

20
木

21
金

22
土

23
日

24
月

25
火

26
水

27
木

28
金

29
土

30
日

31
月

1
土

1.000
Xmasファンタジー
2012

アルテ音楽院　
発表会

①14:00
②18:00

①14:00
②18:30

桐朋学園大学音楽学部
附属松本教室
発表会

ザ・ハーモニーホール
47-2004

無料13：00 （野溝）27-4545

無料13：45 （藤澤）58-8221

春韻会
ピアノ演奏会

無料18：30
（伊東）
0261-22-6753

松本市健康づくり
推進員連合会

無料13：00
松本市健康づくり課
34-3217

5,000

4,500

3,000

2,000

500

2,000

1,500

★
ジャン＝ギアン・ケラス
チェロリサイタルⅠ
★
ジャン＝ギアン・ケラス
チェロリサイタルⅡ

（平林）77-8600無料
ホザナ音楽協会教室
ピアノ発表会

9：20
カワイこども・
うたのコンクール
松本オーディション

無料10：00

カワイ音楽コンクール
松本予選会

無料
カワイ音楽教室
28-6110

カワイ音楽教室
28-6110

10：30

ハッピー・
ピアノ10周年
ピアノ発表会

無料 （市川）27-725813：00

音の庭音楽教室　
演奏会

無料 （根津）25-021210：00

18：00

19：00

（小松）78-3274

＊カメラータ・ザルツブルク入場料
  Ｓ席＝一般6,000円、メイト5,000円、Ａ席＝一般5,500円、
  メイト4,500円、Ｂ席＝4,000円、Ｂ席（大学生以下）3,000円

2,000
アトラエンテ　ムジカ
第22回演奏会

18：30

※メインホールは改修工事のため平成25年3月31日まで利用できません。
※平成25年4月以降の利用申込みは、受付けしています。受付日、方法等はホールへお問い合わせください。
※小ホール、練習室は通常どおり利用できます。

ハーモニーメイト会員数（10月1日現在）

合計　1,358　人
・賛助会員6団体・広告主32団体

○個人会員　 240　人
○家族会員　 881　人　287家族
○団体会員　 182　人　19団体

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４
ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８
まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１
キッセイ文化ホール　３４-７１００
EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/

［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１
［安曇野市］スワンガーデン安曇野　０２６３-７１-１６６６
［伊那市］イチコー　０２６５-７８-０７００

※ハーモニーメイトの割引チケットは、
　「ザ・ハーモニーホール」のみで取り扱いとなります。

～メインホールについて～

（ ）

2012.5.18「おしゃべりコンサート33」プログラムより

歳

歳

、


